
『
久
知
軍
記
』
伝
本
雑
攷
補
遺

鈴

木

孝

庸

「

佐

渡

・

越

後

文

化

交

流

史

研

究

」

第

2

号

〔

二

〇

〇

二

年

三

月

〕

に

、

拙

稿

「

佐

渡

の

戦

国

軍

記

－

『

久

知

軍

記

』

伝

本

雑

敦

－

」

を

載

せ

て

頂

い

た

。

そ

の

後

、

『

久

知

軍

記

』

に

関

L

て

、

池

田

哲

夫

氏

ぬ

貴

重

な

御

教

授

を

得

た

の

で

、

本

稿

ほ

、

前

稿

を

と

り

あ

え

ず

補

足

し

ょ

う

と

す

る

も

の

で

あ

る

。

「

佐

渡

。

越

後

文

化

交

流

史

研

究

」

第

2

号

の

発

行

後

ま

も

な

く

、

池

田

哲

夫

氏

よ

り

、

『

久

知

軍

記

』

の

翻

字

つ

き

影

印

本

を

い

た

だ

い

た

。

そ

の

本

ほ

、

『

久

知

軍

記

』

の

著

者

・

野

田

養

宅

の

御

子

孫

・

野

田

皆

右

工

門

家

に

伝

わ

っ

て

い

る

家

宝

の

本

を

公

刊

し

た

も

の

と

の

こ

と

で

、

両

辞

市

文

化

財

調

査

審

議

会

の

編

と

L

て

、

両

津

市

教

育

委

員

会

か

ら

昭

和

六

十

二

年

〓

九

八

七

〕

三

月

に

発

行

さ

れ

て

い

る

。

佐

渡

の

戦

国

時

代

を

記

し

た

『

久

知

軍

記

』

の

伝

本

に

つ

い

て

、

私

は

、

「

越

佐

鞋

書

」

本

と

「

戦

国

史

料

叢

書

」

本

と

鵜

飼

文

庫

本

と

を

比

較

検

討

し

た

結

果

を

、

平

成

十

三

年

〔

二

〇

〇

〓

十

二

月

十

三

日

〔

木

〕

に

口

頭

発

表

を

行

い

、

右

記

研

究

誌

に

発

表

し

た

。

池

田

氏

が

情

報

を

お

持

ち

か

も

L

れ

な

い

と

ほ

思

い

な

が

ら

も

、

先

だ

っ

て

う

か

が

わ

な

か

っ

た

の

は

、

ま

ず

は

自

分

な

り

に

考

え

て

み

て

か

ら

と

い

う

日

頃

の

片

意

地

の

な

せ

る

わ

ざ

で

あ

る

。

十

五

年

前

に

公

刊

さ

れ

て

い

る

こ

と

を

知

ら

な

か

っ

た

こ

と

を

太

い

に

恥

じ

反

省

し

た

次

第

で

あ

る

。

御

教

授

い

た

だ

い

た

影

印

本

ほ

、

底

本

の

見

開

き

を

各

頁

の

上

段

に

掲

げ

、

そ

の

下

段

に

卸

字

を

付

し

て

い

る

。

影

印

部

分

9

・

2

頁

で

あ

る

。

こ

の

本

〔

底

本

〕

ほ

、

葉

物

を

拝

見

す

る

機

会

を

得

て

い

な

い

の

で

書

誌

を

報

告

で

き

な

い

が

、

静

印

本

の

解

説

に

よ

れ

ば

、

全

一

巻

一

冊

、

外

題

不

明

の

よ

う

で

あ

る

。

内

題

ほ

目

録

題

「

久

知

軍

記

日

録

」

と

あ

る

。

目

録

は

巻

頭

に

掲

げ

ら

れ

、

さ

ら

に

本

文

中

に

も

章

段

名

を

記

し

て

い

る

。

章

段

は

全

三

十

八

で

、

こ

れ

ま

で

知

ら

れ

た

伝

本

と

変

わ

り

は

な

い

。

『

久

知

軍

記

』

の

著

者

で

あ

る

野

田

養

宅

の

御

子

孫

の

御

所

蔵

と

な

れ

ば

、

さ

L

あ

た

り

「

原

本

」

と

い

う

べ

き

も

の

で

あ

ろ

う

が

、

こ

れ

を

原

本

と

見

な

L

た

時

に

、

前

稿

で

検

討

L

た

こ

と

が

ら

が

解

決

す

る

の

か

ど

う

か

が

課

題

と

な

る

。

私

の

前

回

の

報

告

は

、

『

久

知

軍

記

』

の

活

字

刊

行

本

と

〔

そ

の

時

点

で

ほ

唯

山

調

査

す

る

こ

と

が

で

き

た

〕

鵜

飼

文

庫

蔵

の

写

本

の

比

較

検

討

を

通

L

て

、

未

知

の

写

本

な

い

L

原

本

を

想

定

し

た

の

だ

が

、

そ

の

時

に

抽

出

し

た

伝

本

間

の

本

文

異

同

箇

所

に

つ

い

て

、

右

の

野

田

本

〔

仮

り

の

呼

称

と

L

て

〕

を

照

合

L

て

み

た

。

想

定

さ

れ

た

こ

と

が

ら

が

、

野

田

本

に

よ

っ

て

す

べ

て

解

決

さ

れ

れ

ば

、

野

田

本

を

原

本

と

み

て

も

い

い

こ

と

に

な

る

。

L

か

し

、

結

果

は

期

待
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つ
い
て
､
結
果
だ
け
を
表
示
す
る
o
ど
ち
ら
と
も
判
断
で
き
な
い
も
の
は
､
中
間
に
○
印
を
す
る
こ
と
に
し
た
.

◎

野
田
本
『
久
知
軍
記
』
の
本
文
が
､
越
佐
叢
書
本
と
鵜
飼
文
庫
本
の
異
同
の
ど
ち
ら
に
位
置
す
る
の
か
o
第
2
号
の
1

2
頁
-
1
6
頁
に
掲
げ
た
異
同
箇
所
に

通
り
で
は
な
か
っ
た
｡



『久知軍記』伝本雑敦補遺

こ
の
対
照
か
ら
言
え
る
こ
と
は
､

い
､
野
田
本
ほ
鵜
飼
文
庫
本
に
近
い
｡

ろ
､
(
前
稿
の
検
討
で
は
､
越
佐
葦
本
の
方
が
良
質
本
文
が
多
か
っ
た
｡
越
佐
叢
書
本
N

n
,
鵜
飼
文
庫
本
望
あ
る
.
)
今
回
の
結
果
で
は
､
野
田
本
の
本

文
の
良
質
-
8
で
あ
る
｡
野
田
本
は
､
｢
比
較
的
｣
｢
善
本
｣
と
言
う
こ
と
は
で
き
る
｡

は
､
｢
原
本
｣
で
ほ
な
い
こ
と
を
示
す
痕
跡
と
し
て
､
写
本
の
｢
目
移
-
｣
を
指
摘
し
得
る
｡
鵜
飼
文
庫
本
ほ
､
明
ら
か
な
｢
目
移
り
｣
を
､
四
箇
所
指
摘
で

き
た
｡
こ
の
う
ち
､
二
箇
所
ほ
､
野
田
本
も
｢
目
移
り
｣
と
な
っ
て
い
る
｡
野
田
本
ほ
｢
原
本
｣
な
の
だ
ろ
う
か
｡

ま
と
め

｢
野
田
本
『
久
知
軍
記
』
を
､
現
時
点
で
は
原
本
と
い
-
こ
と
に
蹄
侍
す
る
｡

二
､
し
か
し
､
原
本
が
必
ず
良
質
本
文
で
あ
る
と
ほ
限
ら
な
い
｡

三
､
い
ず
れ
に
し
て
も
､
さ
ら
に
精
査
が
必
要
｡
ま
た
､
他
の
伝
本
の
情
報
を
ま
ち
た
い
｡

付記

池
田
哲
夫
氏
の
学
恩
に
深
-
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
o

本
稿
は
､
｢
佐
渡
･
越
後
の
軍
記
に
関
す
る
こ
題
｣
の
題
で
､
平
成
十
五
年
(
二
〇
〇
三
)
有
二
十
四
日
(
金
)
に
口
頭
発
表
を
行
っ
た
も
の

の
表
で
す
o
当
日
､
御
意
見
を
頂
戴
し
た
小
林
昌
二
氏
､
荻
美
津
夫
氏
､
池
田
哲
夫
氏
､
飯
島
康
夫
氏
､
呉
貿
欄
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
o

な
お
､
当
日
の
発
表
ほ
､
『
河
中
嶋
五
箇
度
合
戦
記
J
上
杉
輝
虎
注
進
状
』
の
木
活
字
本
の
伝
本
に
関
す
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
｡
こ
ち
ら

に
つ
い
て
も
い
ず
れ
公
表
の
機
会
を
得
た
い
と
思
い
ま
す
｡
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